
「第２次飯能市ごみ処理基本計画　改定版」（素案）に対する意見募集の結果について

■　実施期間　令和８年１月９日（金）から令和８年１月２２日（木）まで

■　閲覧場所　市役所本庁舎(３階)市政資料コーナー・飯能駅サービスコーナー・市民活動センター・各地区行政センター・市立図書館・飯能市ホームページ

■　実施結果　電子申請１件

NO.

1

意見内容 意見に対する市の考え方

　牛乳パックについて。
　市では裏面にアルミがないパック類のみの回収となっていますが、
市内の某スーパーではアルミの有無関係なく回収をされています。他
行政でも同様の回収方法を行なっているところもあります。貴重なリサ
イクル資源です。処理を済ませばただの燃料代にかかるごみですが、
リサイクルに回せれば貴重な財産とSDGsの観点からも環境負荷への
軽減にも繋がります。財政が逼迫している今だからこそ、小さいことか
もしれませんが、回収してくれる業者に切り替えるなど、収益に繋がる
発想の転換をお願いしたい。

　ご意見、ありがとうございます。
　アルミ付き紙パックについては、アルミ箔とパルプ分を分離することが技術的に難し
いことから、リサイクルできる事業者が限られている現状があり、市では「可燃（燃や
せる）ごみ」として出すよう案内しています。
　今後、本計画の「7.6目標に対する施策」の「(2)ごみの資源化のための施策」中「④‐
2)新たな資源化品目の研究及び検討」に含むものとして、近隣の古紙取扱い事業者
及び自治体の動向や回収を実施した場合の収益性などを踏まえて研究してまいりま
す。
　なお、一部店舗による店頭回収にてアルミ付き紙パックの回収を実施しているとこ
ろもあると伺っておりますので、ごみ減量の観点からもぜひご利用いただきたいと考
えます。


